
節

(今月の花はす)
ばそう。 (関連 記 事  7ページ )

暑
さ
も
吹

ナっ 

イ飛 

タぷ 


の
てテfた 

'""'、

一¥ 

a 

つゆ明 Itとともに ，本格 的 に 持 ぃ 夏 に は い り ま す。 暑

くなるとイ本も少々パテ気味， こんなときこそスポ ツで

体を鍛えましょう  o

勝浦中手t校グラウンドに，ナイタ一地設が出来て  4年

目とな り，利用者も毎年増 えています。 これからもどん

どん多数の方が利用していただくために， 夜間照明施設

を増設します。

老若男女" ときには敵となり未力ーとな ってヤジリ合 一

い， 珍プレ ー には爆笑する、 楽しいナイタ ーの季節， 脅

し、暑いと 言 わず，町民みんなが参加して， 暑さを吹っ飛

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
暑さも吹っ飛ぶナイターの季節
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三
人

E
AF"が
ぜ
い
一
四

月
定
例
議
会

一
れ
ぺ
川
司
会
引
い
.
， 

4
・
品
一
ァ
昨 

業
費
に
五
一一一
九
万
，

一千
円
，
土
木
切

に
一
千
白
血
五
二
万
円
、
教
育
初
日
に
八

勝
浦
町
議
会
六
月
定
例
会
は
議
員

任
期
最
終
の
談
会
と
な
る
の
で
、
毎

年
六
月
末
に
川
開
会
し
て
い
ま
し
た
が
、

八
五
万
四
干
円
と
な
っ
て
い
ま
す
o 

国
で
は
、
国
土

O

の
均
衡
あ
る
発
展

と
地
域
住
民
の
福

祉
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
都
市
に

比
べ
て
立
ち
連
れ

集
活

の
幣
備

O

て
い
る
決
村
の
必

怖
を
総
合
的
、
計

画
的
に
惟
進
す
る

た
め
、

モ
デ
ル

的
に
山
町
村
を
選

定
し
、
そ
の
市
町

村
の
総
合
怒
川
川
川
町
川

画
作
成
に
刻
し
補

助
し
よ
う
と
い
う

J
U

め
で
、
こ
の

釧
水
地
設
の
杉
山
川

ほ

ど

こ

の

山
町

村
に
勝
浦
町
が
指

定
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
什
闘
で
は

、

の
う
ち
共
同
利
用
施
設
の
経
備

そ
の
他

の
公
共
的
施
設
の
山
恐
怖

山
崎
来
物
処
瑚
地
設
、
集
会
所

部
を
改
正
す
る
条
例

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は、

当
該
被
保
険
者
の
属
す
る
世
慌
の
世

間
市
主
に
対
し
、
助
産
伎
と
し
て
凹
万

同
を
支
給
す
る
、
』
と
に
改
正
。

本
年
は
六
月
二
日
に
開
会
し
、
昭
和

勝
浦
町
国
民
地
以
保
険
条
例

の一

瓦
十
年
度
勝
浦
町

一
般
会
計
補
正
チ

算
は
か

二
件
を
原
案
と
お
り
可
決
、

陳
情
四
件
を
そ
れ
ぞ
れ
処
迎
す
る
と

と
も
に
、
議
案
第
四
号
助
役
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
件
は
、
投
泉
市
沢

決
め
結
果
否
決
と
決
定
し
五
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

味
問
喜
久
雄
議
員

お
も
な
議
決
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

V	 v

O
農
村

の
将
来
像 

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問 

O

O
産
業
振
興
の
州
忽

生
活
環
境
終
備
の
梢
忽

社
会
組
織
と
地
域

の
運
常

O

施
設
の
鮮
側

以
上
、
お
お
ま
か
な
事
業
内
谷
を

の
べ
ま
し
た
が

、
円
山
体
的
内
容
計
画

に
つ
い
て
は
順
次
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
む

明 
H
の
膝
来
、
住
み
よ
い
勝
浦
町

を
作
る
た
め
に
、
町
民
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

町
長
の
政
治
姿
勢
と
公
約
に
つ

い
て

*
整
備
計
画
の
作
成 

V

一
般
会
計
補
正
予
算

付
広
報
に
記
載
さ
れ
た
部
分

集
結
辺
、
民
併
の
用
排
水
施

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
六
千
瓦
六
五
万
山
千
円
追
加
し
て

八
億
宅
千

三
一

九
万
六
千
円
と
し

ま
し
た
。
主
な
追
加
の
内
訳
は
、
民

生し山口
に
三
千
二
一

丘
万
九
千
円
、
剛
院

西
浜
勝
己
議
貝

V 二
、
公
明
選
挙
巡
動
に
つ
い
て

ハ
門
公
営
施
設 

(地
区
公
会
堂
を
含

む
)
利
用
に
つ
い
て

設
、
抑
制
会
場
施
設
、
集
活
防
災v

施
設
等

の
幣
倫

道
路
の
終
仙

山
町
村
辺
、
内
山
辺
、
林
道
怜 
す

の
蚊
備

水

め
供
給
地
設

の
準
備

山
悦
業
用
水
胞
設
、
飲
維
用
水

地
殻
等
の
幣
備 

口
公
明
選
挙
の
方
法 

一、

町
長

の
選
挙
公
約
の
実
現
と
具

体
策
に

つ
い
て 

一
、
み
か
ん
降
氷
被
害
に
つ
い
て

農
業
排
水
胞
校
、
他
校
治
排
水

胞
技
生
寸
の
特
例 

O

大
井
儀
議
只

町からは.� I町長はじめ各課長(田I
長カサ旨名する将)。

地区か句は，区，婦人会.老人会� 
、~

'i'f年会.� P T A 及び保 J~ß.者会主字の役

員(町長が指名する}J)て1 文書で

ご{衣中目します。

なお. 4丘同参集U'f が遅いため11:1:]-1
H寺半-]2時まで Lかか っていますの

で，ご多亡のところ恐縮ですが時間

厳守のうえご参集ください。

V

土
地
応
設
の
幣
術

脱
用
地
、
決
定
施
設
用
地
、

次
の
よ
う
也
事
業
が
行
わ
れ
ま
す

*
農
村
の
現
状
と
問
題
点
の
解
明

*
農
村
総
合
整
備
の
構
想
策
定

公
共
施
設
用
地
等
の
箆
備

産
業
施
設
の
幣
仰

内
肱
業
、
休
業
、
そ
の
他
の
賄
業 

O

phJFfrpdf

¥J 

O O

忠

勝 浦 町に 指定

農村総合整備計画 


第3回「住民と対話の日」� 

7月	15日 (火曜 日)

坂本区民集合所で� 

IIITt亡の7討を町政にと「住民と対話

の日」設定以)K.iW: 亙，山i' 石原地l

西掛谷地i乏において修勤役場を開設

し‘毎回被告誕的に i活発な立見が交わ

され. hl<:月ミをあ (fています。

第� 3回自は，坂本I也氏を対象とし

て 7月15日坂本区民集会所において

午後�  8~寺から行 L 、ますd

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
明日の農業住みよい町に

MUS04
テキストボックス
助産費四万円に
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仕
事
が
あ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

非
行
は
続
的

無
関
心
か 

お
ニ
づ
か
い
を
与
え
過
ぎ
な
い

よ 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
与
、ぇ
過
ぎ
る
と

快
適
な
環
境
作
り

全
町
一
斉
清
掃

本
年
度
の
全
町

一
斉
清
掃
も
町
民

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
今
月

で
第
三
回
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
う

っ
と
う
し
か

っ
た
梅
雨
明
け
と
と
も

に
後
暑
の
季
節
が
き
ま
し
た
。

か
ぎ
っ
子

同
問
糊
小
学
校
以

対

策

相

原

現
代
の
産
業
構
造
や
経
済
社
会
の

出
稼
が
、
か
え
っ

中
で
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
い

て
不
幸
を
招
く
結

い
な
が
ら
、
子
ど
も
が
学
校
か
ら
帰

果
に
な
り
ま
す
。

り
、
家
庭
に
親 

(特
に
母
親
)
が
い

以
下
親
の
と
る
べ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
問
題

き
方
法
に
つ
い
て

で
す
。
非
行
少
年
の
中
に
か
ぎ

っ
子

考
え
ま
し
ょ
う
。

が
多
い
と
い
う
事
実
が
こ
れ
を
物
語

母
親
が
働
く
-
}
と
の
必
要
性
を
は

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
と
し
て
、

っ
き
り
理
解
さ
せ
、
ま
た
、
ど
の
よ

親
子
の
接
触
す
る
時
聞
が
少
な
く

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
そ
の
仕

な
っ
て
、
母
も
子
も
お
互
に
い
ろ
ん

事
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
か
を
、
わ

予

な
心
配
を
し
心
が
不
安
と
な
り
、
性

か
り
や
す
く
納
得
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

格
?
形
成
す
る
上
で
大
変
な
マ
イ
ナ

親
と
子
の
心
の
交
流
を
は
か
る
た

ス
に
な
り
ま
す
。

め
に
、
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
と
か

子
ど
も
の
指
導
や
管
理
が
不
足
に

子
ど
も
が
学
校
か
ら
帰
っ
た
時
へ
の

な
っ
て
、
適
当
な
と
き
に
、
適
当
な

置
手
紙
を
用
意
す
る
と
か
、
だ
ん
ら

指
導
が
で
き
ま
せ
ん
。

ん
の
場
を
つ
く
り
、
顔
を
合
わ
せ
な

母
親
の
疲
労
度
が
渇
く
な
り
、
心

く
て
も
心
を
通
わ
せ
る
工
夫
を
し
ま

の
安
定
が
失
わ
れ
、
子
ど
も
に
対
し

し
ょ
、
ヲ
。

て
適
切
な
態
度
が
と
れ
な
く
な
っ
ま
す
。

自
分
の
-
』
と
は
自
分
で
す
る
習
慣

夫
婦
関
係
に
変
化
が
起
こ
り
、
と

を
つ
け
て
お
い
て
、
遊
ぴ
と
勉
強
、


き
に
は
夫
婦
の
間
が
ま
ず
く
な
っ
て
、

テ
レ
ビ
視
聴
な
ど
を
計
画
的
に
で
き


そ
れ
が
子
ど
も
に
悪
い
影
響
を
与
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


ま
す。

子
ど
も
の
健
康
と
安
全
に
留
意
し


子
ど
も
の
欲
求
不
満
が
増
大
し
、

朝
出
か
け
る
時
に
健
康
の
状
態
を
確


親
に
対
す
る
反
発
を
ひ
き
起
、
」
す
こ

か
め
ま
し
ょ
う
。


と
も
あ
り
ま
す
。

よ
い
友
だ
ち
を
作
っ
て
や
り
、
家


こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の

の
人
が
い
な
く
て
も
、
共
に
遊
び
、

教
育
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
う
れ
う

学
び
、
励
ま
し
合
、
え
る
よ
う
に
し
て

べ
き
こ
と
で
す
。
つ
と
め
て
こ
の
問

や
り
ま
し
ょ
う
。

題
を
解
決
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ

家
族
の
役
割
分
担
を
し
て
、
子
ど

ば
、
子
ど
も
の
た
め
に
と
出
か
け
た

も
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
、
何
か
す
る

む
だ
使
い
が
多
く
な
り
、
子
ど
も
を

夏
の
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

金
町

一
斉
清
掃
に
な
お

一
層
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
次
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

七
月
二
十
日
、
日
峨
日 

(雨
天
の

場
合
は
二
十
七
日 
)

さ
き
に
お
配
り
し
た
殺
虫
剤
を

全
戸

一
斉
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
季
に
お
け
る
伝
染
病
予
防
の

た
め
に
排
水
路
の
清
掃
、
ゴ
ミ
の
早

期
処
理
に
は
特
に
配
慮
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

O O

悪
の
方
向
へ
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
自
身
の
過
労
を
防
ぎ
、
心
の
安

定
を
は
か
つ
て
、
い
つ
も
子
ど
も
に

笑
顔
で
接
し
ま
し
ょ
う
。

祖
父
母
や
近
隣
の
人

に
よ
く
頼
ん

で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
よ
い

子
ど
も
会
を
作

っ
て
参
加
さ
せ
よ
う
。

)
六
月

一
日
付

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
に
お

け
る
、
図
、
県
、
町
指
定
の
文
化
財

を
広
く
町
民
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
、
十
一
月
の
一
目
、
二

日
に
第
一
回
勝
浦
町
芸
術
展
示
会
を

開
催
す
る
計
画
で
す
。

(採
用
職
員 
)
六
月

一
日
付

住

民

福

祉

課

宮

浦

笥

雄

(
異

動

作
氏
仙
祉
制
柑 

補

佐

本

ム

口

佐

保

行

州

民

肱

務

キ 

， 

m
U

h
E 

(旧
悦
柑
保
険
制
調
説
剛
佐
}

附

務

保

険

時

入

国

定

自
由
写
真

勝

浦

病

院

書
(
旧
牌
洲
綱
院
事
務
係
長 
)

事

務

係

長

繍

ミ

ス

子
(旧
文
世
田
広
鰍
株 

)

文

書

広

報

課

坂

田

敬

子

(
旧
勝
浦
病
院
)

住

民

福

祉

課

秋

本

恵

美

子

(
旧
建
設
課
)

建

設

課

鈴

江

梁

子(
旧
住
民
嗣
祉
際
)

勝

浦

病

院

念

坪

泰

幸 

白
黒 

(四
ツ
切
以
上 
)

カ
ラ
|
(八
ツ
切
以
上 
)

商
業
美
術
展

テ
1
7
「
勝
浦
町
観
光
ポ
ス
タ
ー
」

盆

栽

展

魚
た
く
展

舎
道
展
じ
よ
う
ふ
く

油
絵

・
日
本
画
展

手

芸

展

生

花

展

な
お
、
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は

町
教
育
委
員
会
ま
で
。

町
民
み
ん
な
が
芸
術
、
文
化
に
親

し
み
、
多
数
の
方
が
参
加
出
品
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
今
か
ら
ご
単
備

く
だ
さ
い
。

展
示
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

写
真
展
「
町
内
の
観
光
写
真
」

(
退
職
職
員
)
五
月
三
十

一
日
付

早
川

(
旧
住
民
側
枇
際
)

進

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭教育シリーズ

MUS04
テキストボックス
芸術文化に親しみを

MUS04
テキストボックス
町職員異動
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漢
字
や
計
算
に
お
け
る
進
級
テ
ス
ト

や
成
就
度
調
査
、
日
課
表
の
変
更
等

の
工
夫
や
苦
心
な
ど
に
よ
っ
て
学
力

向
上
策
な
ど
、
対
象
地
域
の
児
童
生

徒
の
成
績
向
上
、
進
学
等
に
対
す
る

力
の
い
れ
方
が
そ
の
土
台
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
各
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
さ
れ
、
献
身
的
な
努
力
に
さ
さ

え
ら
れ
た
勉
強
会
や
学
習
会
が
全
地

域
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
が
高

ま
っ
て
き
た
の
で
す
。
特
に
同
和
対

策
審
議
会
答
申
が
出
、
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
差
別

解
消
が
国
民
的
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

現
誕
の
学
習
会
の
制
度
化

い
ま
か
ら
二
年
前
の
昭
和
四
十
八

"----

年
の
三
月
に
徳
島
県
同
和
対
象
地
区

学
習
会
補
助
会
交
付
要
綱
、
学
習
会

運
営
委
員
会
要
領
等
が
徳
島
県
教
育

町
時
同
由
民
出
柁
信
郎
協
会
世
ぽ
誕
百
字
�
 

委
員
会
よ
り
一不
さ
れ
、
四
十
八
年
度

か
ら
ほ
ぼ
全
県
的
に
学
習
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

一

勝
浦
町
で
の
歩
み

い
ま
か
ら
六
年
前
の
昭
和
四
十
四

年
に
生
比
奈
小
学
校
に
お
い
て
、
現

…

在
の
学
習
会
の
素
地
づ
く
り
が
行
わ

" れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
児
童
の
出
席

率
も
年
ご
と
に
高
ま
り
学
習
に
取
り

組
む
姿
も

一
年

一
年
向
上
し
て
き
て

い
ま
す
。

学
習
会
の
目
的

各
地
の
人
々
、
各
階
層
あ
る
い
わ

各
年
代
の
人
々
か
ら
、
何
の
た
め
に

学
習
会
を
し
て
い
る
の
か
を
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は

こ
の
よ
う
な
質
問
は
、
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
「
学
習
会
の
目

的
は
、
対
象
地
域
の
児
童
が
、

学
習

会
、
子
ど
も
会
活
動
を
と
お
し
て
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
は
か
る
た

め
に
、
生
き
抜
く
力
の
充
笑
と
生
活

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
」
で
あ
り
ま
す
れ

年
間
の
指
導
時
間
数

四
十
八
年
度
は
、
各
校
の
実
情
に

よ
っ
て
七
十
日
か
ら
八
十
日
実
施
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
、
七
十
回
(
百

四
十
時
間
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

/ 

指
導
の
内
容

*
学
習
の
指
導
�
 

*
導
�
 

*

国
語
・
算
数
を
中
心
に
し
た

路
理
・
墜
と
ん
・
あ
と
し
ま

つ
・
あ
い
さ
つ
な
ど
の
生
活
指

子
ど
も
会
活
動
を
中
心
に
し

ま
た
、
中
学
生
の
進
学
に
つ
い
て

心
配
し
て
い
る
父
母
の
要
望
に
こ
た

え
、
毎
週
、
月

・
水

・
金
・
日
開
明
日

に
英
語
・
数
学
・
理
科
の
教
科
を
徹

底
的
に
指
導
し
て
く
れ
た
地
一
花
の
学

生
も
あ
り
ま
し
た
。

q

こ
の
よ
う
に
各
地
域
の
勉
強
会
、

学
習
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
ち
、

そ
の
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
内
容
の
違

い
は
あ
っ
て
も
、
児
童
生
徒
に
基
礎

学
力
を
つ
け
た
い
と
願
う
強
い
意
，志

が
、
学
校
と
地
域
(
家
庭
)
児
童
生

徒
を
結
び
つ
け
て
い
ま
し
た
。

勉
強
会
や
学
習
会
は
地
域
で

の
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に
役
立

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し

て
、
学
校
に
お
い
て
も
、
個
�
 の
児

童
生
徒
の
学
習
に
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。
学
級
担
任
が
放
課
後
に
個
別

指
導
で
根
気
強
く
、
納
得
の
い
く
ま

で
指
導
し
た
り
、
早
朝
の
授
業
や
補

習
な
ど
に
地
域
と
学
校
が
手
を
組
ん

で
推
進
し
た

り
、
学
校
に
よ
っ
て
は
�
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や
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川山川川脚

明

ポ
懇
祈
陸
段
織
口一一
選泳
選
窓
謹
箆
箆
護
短接照明

鋭
機
関
襲
撃
絞
殺

】
芯
�
 

一ョ
�
 

3
0
-よ
総
選
織
選
繋
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一三
同
和
必
殺
事
同
研
修
会
閉
鎖
鑓

O

A
O
E
O
A
I
J

voioo

六
月
五
日
、
午
後
二
時

か

ら

勝

ま

ず

県

社

会

同

和

教

育

指

導

員

川

浦
会
館
に
お
い
て
本
年
四
月
の
定
小
出
喜
三
夫
先
生
、

勝
浦
中
学
校

目

期
異
動
で
新
し
く
勝
浦
町
内
の
各
福
良
健
先
生
、
生
比
奈
小
学
校
長

学
校
�
 (幼

・
小

・
中

・
高

の

す

べ

江

川

貞

一
先
生
の
三
人
の
講
演
を
�
 

て
)
に
赴
任
さ
れ
た
先
生
を
対
象
聞
き
、
つ
づ
い
て
勝
浦
中
学
校
長

川

に
「
勝
浦
町
新
任
教
職
員
同
和
教
長
尾
知
巳
先
生
め
司
会
で
研
究
討

育
研
修
会
」
が
関
か
れ
ま
し
た
。

議
が
す
す
め
ら
れ
、
常
日
ご
ろ
疑
問

該
当
者
は
小
学
校
十

一
名

、

中

に

お

も

っ
て
い
る
こ
と
、
指
導
上

川

学
校
七
名
.
園
芸
高
校
十
一
名
計
の
悩
み
、
先
の
講
演
内
容
に
つ
い

二
十
九
名
で
、
こ
の
上
に
各
学
校
て
さ
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た
い
こ

の
校
長
先
生
む
出
席
し
研
修
し
ま
と
、
要
望
な
ど
有
意
義
な
研
修
会

し
た
。

を
終
え
ま
し
た
。
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ
小学校における同和教育

MUS04
テキストボックス
新任教職員
同和教育研修会開く
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梅雨明けとともに.暑い日が続く

ようになり，みかんの生理落果も上

旬ごろまで第� 2次の落果が続くが，

中旬には終了して，本格的な肥大期

にはいります。

計画生産実現のため，摘果~JN A 

Aの散布のつぎには，手直し摘果，

樹上選呆などの作業がひかえており

ます。

計画生産め努力は，勝浦みかん昨

年生産果実の，原料率約18~;;の数字

に表われており，この数字は前年の，� 

36~;;に比べて半減し，商品率の高い

もうかるみかん生倉にな っています� ι

消費に対応した果実生産のために

今期からの摘果作業を優先的に行い

ましょう 。

|みかん|
病害虫防除

ダニ類は，梅雨明け直後にシトラ

ゾン乳剤� 2，0001音波を散布する。

エカキ虫は，夏芽の発生初期~伸

長期間中，アッパー水和剤� 1，000倍

液を散布する 。

ハマキ虫は，上旬にデナポン� 3 ~(* 


粉剤�  6絞または水和知IJ800倍液を散 


布する。


ツノロウ虫には，上中旬にスプラ

サイド乳液� 1，500倍液を散布する。

こくてん病は，中下旬にジマンダ

イセン または，エムダイフ ヮ-800 

倍液を散布する 。

かいよう病には，台風前に?イシ

ン朔� IJ1，000倍加用銅水和剤� 800倍 液

を散布する。

土耳障管理

梅雨明け後に草が繁茂していると ，

樹勢や果実の肥大に影響するので，

除草剤の歓布を行い，土壌水分保持

のため，敷革や敷ワラをして，夏場

の乾燥に備えてください。

除草剤には，梅雨後期はハ イ パ -

X 300ク加用サーフワクタ ント� 300
 

Wを，乾燥期にはいっては，ゲザパ 


ックス乳剤 1 . 5~~ をいずれも水200-

2501 ~にとかして散布するが，草種，

草たけ，草量で加減する 。 また防風

林のある所や，水田への流入が心配

な園でのハイパ-x使用は，十分注

意してください。

摘果

計画生産め実現と手間不足を.補

うために，摘果舟lを散布する人が多

いのですが，摘果~J を散布しただけ

で，手直し摘果が十分出来ていない

閣が，多く見受けられます。

閣による隔年結果や，同一圏内で

樹ごとの隔年結果防止のため，必ず

手直し摘果は，やらなければならな

い作業です。

摘果の時期は，早期摘果が最重点

になるが� 8月に後期摘果をして，

なお不足のときは� 9月に仕上げ摘

果をしてください。

残果の標準は果当り 20-25業

が基本ですが，これにとらわれるこ

となし惑いものは全甑取るという

気持で，摘果し てください。

早生温州は，結果量が多い場合. 

6月下旬ごろから始め，天なり，上

向き，小玉，キズ果を優先的に し，

普通温州では.生理落果が終った中

旬ごろから計画的に作業を進めまし

ょっ。

|かき|

病害虫防除

ツノロウ虫.カメノコロウ虫は， 


上，中旬にスプラサイド手L~J 1，500 


f音液を散布する。


タンソ病の防除は上，中旬に� 2-

10式ボルドー液または， ト yプジン
 

M 1，500倍を散布する。


摘果

今年は特に豊作です。品質保持と

隔年結果防止のため摘果をしましょ う。

梅雨明けの生理落果後結果枝

巣位果当りの業数15-20枚を基

準にしてください。

| うめ|

病害虫防除

クワシロカイガラ虫は，中下旬に

スプラサイド芋L~J 1，500倍液を散布

する 。

|水稲|

病害虫防除

二化メイ虫，ウ ンカ， ヨコバイは� 

6月下旬~上旬にミプスバノン粒部1
 
3絞または，スミパッサ粉剣� 3奴を

使用してください。

カメ虫には，上旬にパイジ ッ ト粉

剤� 3叙を散布する。

モンガレ病，ウ ンカ， ヨコバイに

は，下旬-8月上旬にア ソパッサ粉

剤� 4匁を散布してください。

|土用干しおよび除草剤散布|

出現1前35-40日ご ろに土用干しを 


行 う。回干直後� 35-40日ごろに 10"';;::-(1


反)当 り� 2.4ーo100;liか.水中 2.4
 

0250 r'を70 1~の水にうすめ使用する。

ヒルム シロは，下旬ごろの展業期 


にモゲト ン粒剤� 10てt当り� 3奴 を使用


する。


|こんにゃく|

病害虫防除

はがれ，ふはい病に対する防除は，

第� l回薬剤散布を� 6月下~上旬ごろ

日中高温時をさけて，� 4 -4式ボル

ドー液を散布してください。

第� 2回は.中旬 ごろ� 4-4式ボル

ドー液か，メルクデランT<水和斉 IJ500

倍液を散布し，第� 3回は，下旬ごろ

に� 5-5式石灰ボルドー液かメルク

デラ ン� K水利斉IJ50C倍液を散布して� 

<t，ごきし、。� 

! ハダニに抵抗性.1
 
j 最近、殺ダニ斉IJシ トラゾン乳� i 
j斉IJの抵抗性ノ、ダニが各地区で

!問題にな っています。� t 

i 本町においても， こうした問� i 
i題 を重視し，本年度のハダ二に;

iついて調査したところ，今山� 

i石原，山田の地区内に抵抗性の� i 

jハダニが出来ています。� 

!こうしたシトラゾン乳 剤 の 殺

!虫効果がない所では， トーラッ!� 

iク芋L剤� 1，000倍か.ダニカ y 卜� ; 

1，000肘使用 してく ださい。� 

j なお， くわ しい ことは農協か

!幾業セ ンタ ーにご相談ください。� ! 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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前
号
の
あ
ら
す
じ 
4

一

・ι

昭和50年 7月 1日

F
4
F
峠
の
大
蛇
と
勝
浦

当写み
昨 

Z

L

一
-

也
市 

η
お

一

そ

の

葬

品

産

官

事

、

喜

一

一
ヶ
僚
に
長
者
屋
敷
が
あ 
4
民
ハ
惨
浦

一
J

一
一
帯
の
田
畑
の
ほ
と
ん
ど
が
長
者
の
財
一

一
産
で
、
毎
日
一
様
子
。
生
活
の
明
け
官
官
で 
…

一
あ

っ
た
。

一

あ
る
日
、
山
に
行
り
て
狩
り
，を
一し
て

一

一
い
る
と
突
然
/
大
蛇
が
出
て
来
た
。
恐
一

一
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
銃
で
幣
ち
ま
く

っ
た 

一
そ
の

一
発
が
命
中
し
た
の
か
大
蛇
は
逃
一

一
げ
て
行

っ
た
。
そ
の
跡
を
追

っ
て
行
く

一

一
と
、
大
き
な
洞
穴
が
あ
り
中
か
ら
話
し

一

一
戸
が

声。
驚
い
た
長
者
は
急
い
で
家
に
駆
け

も
ど
り
、
屋
敷
の
者
に
は
何

一
つ
話

を
せ
ず
三
日
ば
か
り
熱
を
出
し
て
寝

込
ん
で
い
た
が
、
い
つ
大
蛇
の
子
が

r

あ
だ仇

を
取
り
に
来
る
か
わ
か
ら
な
い
と
、

い
つ
も
銃
に
郊
を
込
め
て
「
返
り
討

ち
に
し
て
く
れ
る
口
と
ま
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
し
い
気
配
も
な
く

一
か

月
余
り
も
た
つ
た
。

あ
る
霧
の
深
い
夕
暮
に
「
道
に
迷

っ
た
か
ら
一

晩
泊
め
て
く
だ
さ
い
」

と
自
の
覚
め
る
よ
う
な
美
し
い
娘
さ
ん

が
訪
れ
て
来
た
。
「
ヒ
ヨ
ソ
卜
し
た
ら

ゃ
っ

こ
奴
が
大
蛇
の
化
身
か
も
知
れ
な
い
」

と
長
者
は
思
っ
た
が
、
ど
こ
か
ら
見

て
も
人
間
と
寸
分
変
ら
な
い

。
油
断

な
ら
ぬ
と
思
い
な
が
ら
も
、
「
そ
れ

は
さ
ぞ
お
困
り
で
し
ょ
う
。
三
日
で

も
十
日
で
も
泊
っ
て
行
き
な
さ
れ
」

と
離
れ
座
敷
へ
案
内
さ
せ
三
界
の
珍

味
を
調
理
さ
せ
て
歓
待
し
た
。

二
日
、
三
日
と
た
て
ど
帰
る
様
子


も
な
く
し
っ
ぽ
も
出
さ
な
い
こ
こ
れ


は
、
ま
す
ま
す
あ
や
し
い
奴
つ
」
と


長
者
は
銃
を
小
脇
に
そ
っ
と
離
れ
座


あ 

敷
へ
近
づ
き
障
子
の
破
れ
穴
か
ら
の


お
前
が
こ
の
仇
を
き
っ
と
取
っ
て
く

ぞ
い
て
見
れ
ば
、
娘
は
鋭
に
向

っ
て


お
化
粧
の
最
中
で
あ
る
。
何
気
な
く

鋭
を
見
て
篤
い
た
の
な
ん
の
、
鋭
の

中
の
顔
は
娘
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ

大
蛇
の
顔
で
あ
る
。
ハ
ツ 
/
と
気
を

取
り
直
し
た
長
者
「
お
の
れ
返
り
討

ち
に
し
て
く
れ
る
口
と
障
子
の
穴
か 

れ
」
と
、
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
大
蛇
の

1
引
!・
 

η
吋，
， 

h

J

稼

勢

ら
ピ
タ
リ
と
化
粧
中
の
娘
の
背
中
へ

銃
口
を
構
え
た
。
娘
も
さ
す
が
化
身

だ
け
あ
っ
て
引
金
に
指
が
か
か
る
と

同
時
に
パ
ツ
と
鏡
台
か
ら
と
び
の
き
、

長
者
へ
口
か
ら
火
を
吹
き
か
け
て
き

た
。
長
者
は
も
う
無
茶
苦
茶
に
離
れ

の
部
屋
中
、
撃
ち
ま
く
っ
た
。
そ
の

一
発
が
当
っ
た
の
か
、
「
残
念
だ
。

お
ぼ
え
て
い
ろ 

と
言
っ

た
か
と
思

う
と
山
を
ひ
ぴ
か
す
雷
鳴
に
家
鳴

り
震
動
し
て
あ
た
り

一
一則
煙
の
よ
う

に
獲
務
が
立
ち
込
め
、
大
蛇
娘
は
か

き
消
す
よ
う
に
、
い
な
く
な

っ
て
し

ま
っ
た
。

確
か
に
手
ご
た
え
は
あ

っ
た
が
、

取
り
逃
し
た
の
が
残
念
、
後
々
の
仕

返
し
を
考
え
て
、
長
者
は
恐
し
さ
に

身
ぷ
る
い
す
る
思
い
で
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら

一
週
間
ぐ
ら
い
し
て
、

長
者
の
奥
さ
ん
が
、
蛇
の
よ
う
に
く

ね
く
ね
と
は
い
回

っ
た
り
、
絡
を
生

き
た
ま
ま
引
裂
い
て
食
べ
た
り
、
か

え
る
を
う
ま
そ
う
に
生
き
た
ま
ま
呑

み
込
ん
だ
り
、
果
て
は
長
者
を
こ
わ

が
っ
た
り
、
本
当
に
気
が
狂
っ
て
し

ま
っ
て
、
一
か
月
も
た
た
な
い
う
ち

に
、
七
転
八
倒
の
苦
し
み
の
あ
と
、

U

つ
い
に
は
狂
い
死
を
し
て
し
ま
っ
た
。

屋
敷
の
者
た
ち
も
、
気
味
惑
が

っ


て
大
蛇
め
た
た
り
が
恐
ろ
し
い
と
、


五
人
減
り
、
十
人
去
り
、
復
、
え
あ
が


る
よ
う
に
し
て
、
長
者
屋
敷
か
ら
次


々
と
去
っ
て
行
っ
た
。
長
者
自
身
も


つ
い
に
は
気
が
狂
い
、
屋
敷
に
火
を


放
っ
て
井
戸
へ
身
を
投
げ
、
長
者
屋


敷
は
跡
形
も
な
く
な
っ
て
焼
野
が
原

に
な
っ
て
し
ま

っ
た。

一

あ

り

が

と

う

一

不

景
気
回
復
の
き
ざ
し
も
遅
々
と

¥
1
1
1
1
1
1
/

一

小

さ

な

善

行

一
一
お
“
し
い
さ
ん

/
f
i
l
l
¥
¥

長
者

一
家
を
祭
り
殺
し
た
大
蛇
娘

は
、
そ
の
後
屍
を
見
た
者
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
自
問
す
れ
ば
剣
山
系
の
奥

深
く
か
く
れ
す
み
、
子
孫
を
作
り
現

代
騒
が
れ
て
い
る
、
前
向
{
干
峠
の
大
蛇

も
大
蛇
娘
め
孫
あ
た
り
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
?

老
人
は
、
付
け
加
、
え
て
諾
っ
た
。

こ
の
話
は
う
そ
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
今
で

も
長
者
ヶ
原
に
は
そ
の
古
井
戸
や
貝

し
ん
で
も
ら
い

、
心
の
う
る
お
い
に
。

な
れ
ば
と
続
け
て
い
ま
す
。

一

そ
の
ほ
か
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
吋

も
、
こ

つ
こ
つ
と
設
に
も
気
付
か
れ
一

ず
続
け
て
い
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
の

こ
の
行
い
に
気
付
い
て
い
る
人
は
少
一

な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
私
達

一

も
お
じ
い
さ
ん
の
丹
精
の
つ
つ
じ
ゃ
一

憾
の
花
、
ま
た
、
紅
葉
時
に
は
、
限
+

を
と
め
て

一
時
で
も
心
の
ゆ
と
り
、
一

う
る
お
い
を
取
り
も
ど
せ
た
ら
こ
一

れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
お
じ
い
さ
一

ん
の
人
知
れ
ず
続
け
て
来
た
普
怠
の
一

賜
物
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
一

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
い
ら
れ
る
か
ぎ

一

リ
い
つ
ま
で
も
こ
の
善
意
は
続
け
ヤ

ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

一

健
や
か
に
老
い
て
幸
あ
れ
椎
若
築
一

沼
江
大
岡
初
立
回
一

F

ニでにう や行塚
ヤ黒語そ茂ろっ搭
リく つ の 吉 。ての

となてよ老 来山
笑つ聞う人 たな
うたかなは らど
の残せ話、 本が
てで- Iり) 、を本 当あ
あ歯夕長当 の る

カかs昔、|つをパ々の
必 ぐ代、t と� 

‘ u1t-，1
わ 。せの孫 白う 恩思、石硲在

'ん見 JT3わ� 弓耳i':i金ど七れEお� 

てや� 4対対lot完ださ1、M剥剥剥 "り

ハ汗J、 R 、ち 久 向 ニコj 蝋与 tニ=子 巳可子戸 ~{Iお| 

-


仇“
 

p
lu

「
俺
は
こ
の
山
の
主
で
、
長
者
が

狩
り
に
来
て
獲
物
が
な
い
と
き
に
は
、

姿
を
隠
し
て
、
し
か
や
、
い
の
し
し
を

追
い
出
し
て
長
者
を
喜
ば
し
て
や
っ

た
の
に
、
そ
の
恩
も
知
ら
ず
に
俺
を

撃
ち
ゃ
が
っ
て
、
こ
の
仕
返
し
を
し

て
や
り
た
い
が
急
所
を
慾
た
れ
て
い

る
の
で
今
日
、
明
日
の
命
、
そ
れ
で

目
し
て
、
諸
物
価
は
ど
ん
ど
ん
あ
が
る

一
一
方
と
い
う
世
の
中
で
、
人
の
心
も

一
す
さ

み

が

ち

こ

ん

な

中

で

こ

こ

一
に

一
人
の
お
じ
い
さ
ん
の
普
行
を
皆

+
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

そ

の
お
じ
い
さ
ん
は
、
今
年
七
十

一
一
八
歳
に
な
る
沼
江
の
古
山
儀
太
郎
さ

一
ん
、
腰
も
曲
り
耳
も
遠
い
が
、
い
た

ヤ
っ
て
元
気
で
す
。

一
自
宅
の
近
く
に
共
同
墓
地
が
あ
り
、

一
春
に
は
八
重
つ
ば
さ
が
咲
き
、
秋
に

一
は
か
え
で
が
き
れ
い
に
れ
築
し
ま
す
。

一
又
、
消
防
倉
庫
の
前
に
は
、
さ
っ
き

一
の
古
木
が
毎
年
五
月
と
も
な
れ
ば
き

一
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
れ
も

』
み
ん
な
お
じ
い
さ
ん
が
、
二
十
年
来
の

一
丹
精

の
賜
物
で
、
草
や
雑
木
を
刈
り

一
取
り
、
肥
料
を
や
っ
て
、
墓
参
り
に
来

…
る
人
や
道
を
通
る
人
に
少
し
で
も
楽

ヤ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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地
区
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抗
ソ
フ
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ボ
ー
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大
会
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長長お業役行し副瓦、九�  1J日、員協セと、 ・/

体
育
協
会
総
会

一ア
ニ
ス
部
員

募

集

に
お
い
て
、
新
ら

し
く
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
が
誕
生
し
ま
し
�
 

テ
ニ
ス
部
は
、
昨
年
誕
生
し
二
年

-
O

，
/
 

昨
年
よ
り
、
前

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
ま
で
は
コ

O
地
区
対
抗
ミ
ソ
ク
ス
ボ
レ
�
 

1

出
キ
ャ
プ
テ
ン
を

ー
ト
も
な
く
、
部
員
が
苦
心
し
て
移

中
心
に
会
員
十
二

動
式
主
柱
を
作
リ
ネ
�
 ト
を
張

っ
て、

名
が
同
好
会
を
結

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
練
習
し
て
い
ま
し

成
し
、
毎
週
火
山
崎

た
が
、
今
年
か
ら
中
学
校
の
グ
ラ
ン

日
と
金
眼
目
の
二

ド
の

一
部
を
護
地
し
て
、
コ
ー
ト
を


回
練
習
を
行

っ
て

作
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。


い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う


方
は
、
男
女
を
問
わ
ず
初
心
者
で
も


今
ま
で
に
も
、

結
織
で
す
。
い

っ
し
ょ
に
や
り
ま
せ


対
抗
試
合
な
ど
で

好
成
績
を
あ
げ
て

。

A
M

y

ノ
ハ，‘

お
り
、
こ
れ
か
ら

T
E
L
 
三
三
九
九

¥司帽の三〉耐)
 

十
月
に
は
町
内
愛
好
者
に
よ
る
大

の
活
躍
が
期
待
さ

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

れ
ま
す
の

述
絡
先
倒
閣
野
�
 白
浜
隆
志

体
育
協
会
で
は
、
町
民
み
ん
な
が

保
険
料
は

一
人
一
口
で
百
円

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
続

保
険
金
額

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
ス
ポ
�
 

死
亡
の
場
合
五
十
万
円

l
y

安
全
協
会
傷
害
保
険
に
加
入
す
る
よ

傷
害
の
場
合
一
週
間
以
上

う
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

の
傷
害
で
一
日
五
百
円

こ
の
保
険
は
、
町
休
育
協
会
が
主

加
入
申
込

催
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
そ

各
地
区
の
体
協
の
役
員
さ
ん
が

の
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
等
に
よ
り

ま
と
め
、
七
月
十
五
日
ま
で
に
教

川
傷
害
を
被
っ
た
場
合
、
こ
れ
を
補
償

育
を
長
会
へ
申
込
み
し
て
く
だ
さ

す
る
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

ー
ル
大
会
�
 (九
月
下
旬
)

野
球
部

地
区
対
抗
軟
式
野
球
大
会
�
 (九

O月
初
旬
)

ソ
フ
ト
部

(七
月
初
旬
)

職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
�
 

O(七
月
中
旬
)

0
地
区
対
抗
ミ
ソ

ク
ス
ソ
フ
ト
ポ

ル
大
会
�
 (九
月
上
旬
)

剣
道
部
�
 

O
夏
期
大
会
�
 (七
月
下
旬
)
 

O
町
内
愛
好
者
に
よ
る
大
会
�
 (七

月
下
旬
)

山
岳
部

高
丸
山
キ
ャ
ン
プ
�
 (七
月
下
旬
)
 

婆
羅
尾
峠
で

一
日
ハ
イ
キ
ン
グ

一 必

(
十
月
初
旬
 )

監

事

中

西

修

柔
道
部

夏
期
練
習
�
 (七
月
上
旬
)

O

各
部
の
事
業
計
画

テ
ニ
ス
部
�
 

ハ
レ
�
 

O O
夏
期
練
習
(
七
月
上
旬
)
 

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
�
 

町
内
愛
好
者
に
よ
る
大
会
(
十

O

(
六
月
下
旬
)
�
 

月
上
旬
)

はいと 日月、八はで加もで

れ八月防的�  

花 大 山何回り計�  14 い、、寸決年し会、会ン思背
関西 田本浮で画、ま役子年弊度、員各総タい少

ま年
究司告勤己 。次郎九改を事管業 手 口 数 の が で て の

O O

会1¥民総事昭多音tI勝すは各し員�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
体育協会総会開く
健全な心身を鍛えよう
体協だより

MUS04
テキストボックス
スポーツ保健に加入しよう
新たにバスケット部
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昭和50平 6月l日現在

男 女 計� 
6 
6 
28 

46 

ね
ら
わ
れ
た
安
小
は

「
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
た
家
」
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
開
け
っ
放
し

の
家
」
「
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
」
の

二
、
お
隣
、
近
所
の
者
が
お
互
い
に

助
け
合
い
、
防
犯
に
つ
と
め
る
こ

ル」
。

町
民
み
ん
な
で
、
十
分
注
意
し
、

ド
ロ
ボ
ー
を
勝
浦
町
か
ら
な
く
し

キ
6
1」
酔
会
、

7
0

ご
結
婚
お
め
で
と
う

「

中

角

f

川
島
町

吉
一
川
渓

f

上
記
柳
町

-
久

国 

f

阿
南
市

ヘ

坂

本

f

木
屋
平
村

山
下

実

藤

川

卓

子

長
田

稔

健

次

千

坪

内

正

雄

国
貞
ト
ミ
子

河

野

敬

三

岡

部

秋

子

ヘ

坂

本

/
由
岐
町

へ
三

渓 

f

若

木

正

信

佐
津
間
美
紋
子

野

上

仁

庄

野

文

子 

町
立
病
院

看

護

婦

募

集

殺

町
立
病
院
看
議
婦
を
つ
ぎ
に
よ
り

募
集
し
ま
す
か
ら
希
望
者
は
受
付
期

間
内
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

。 

0
申
込
資
傍

昭
和
二
十
五
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
れ
た
者 

0
受
付
期
間

O O

昭
和
五
十
年
七
月
三
十
一

日
ま

で
の
執
務
時
間
中

履
歴
書
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

受
付
場
所

町
役
場
総
務
課

而

桜

日

昭
和
五
十
年
八
月
中
旬

な
お
、
こ
の
募
集
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
か
た
は
、
町
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鳴
門
市

順
と
な

っ
て
お

り、

け
忘
れ
」
と
「
開
け
っ
放
し
」
が

全
体
の
六
割
以
上
を
し
め

て
い

ま
す
。

侵
入
し
た
個
所
は

「
表
出
入
口
」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
窓
」
「
勝
手
口
」
「
裏
出
入
口
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

車
両
資
犯
:

「
キ
ー
を
車
に
つ
け
て
あ
っ
た

が
最
も
多
く
次
い
で

「
ド
ア
キ
ー

を
か
け
て
な
か

っ
た 

「
路
上
に
駐

U

U

-v



「
カ
ギ
の
か

お
誕
生
お
め
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